
子どもの育ち・学びの支援

保育定員の弾力化

予算額 ８４，０９２ 千円

目的・概要

平成２１年１０月より、急増する待機児解消対策として実施してきました１歳児・

２歳児の定員の弾力化を、平成２３年度も継続実施することとします。公立公営認可

園２０園のうち、３園を除く１７園において、１歳児と２歳児の受け入れ数を１名ま

たは２名ずつ増員します。合計４７名の弾力化増となります。

内 容

区では急増する待機児対策として、公設民営園、賃貸型民設民営園を３園整備し、か

つこの定員の弾力化を実施することにより、平成２２年４月の待機児数を前年の１４４

人から５１人へ減少させることができました。

しかしながら、まだまだ５１人の待機児がいること、かつ今後の保育需要を考慮する

と、２３年４月の待機児数は楽観視できない状況となっています。共働きの家庭も増え、

入所希望は今年以上に増加するものと思われます。

平成２３年度は中町二丁目に民設民営園を１園開設するものの、０・１・２歳児に集

中する待機児数を一気に解消することはできません。

そこで、平成２１年１０月から平成２３年３月まで臨時的に実施してきました待機児

対策としての定員弾力化について、平成２３年度においても継続して実施することとし

たものです。

各園に2名ずつ非常勤職員を増配置84,092千円です。

■担当所管 子育て支援部 保育課 保育係 直通電話 03-5722-9865

内線番号（2780）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

賃貸型認可保育所整備費補助

予算額 ８１，３７５ 千円

目的・概要

待機児童対策のため、子育て世帯の転入等により保育需要が増大している地域に、賃

貸型認可保育所（定員70 人程度）を１か所整備します。

保育所は、民設民営とし、２４年４月開設を目途として事業者を公募により誘致しま

す。

内 容

賃貸型認可保育所は、既存の民間の建物を保育所用途に改修する手法で整備するもの

です。この手法は、短期間で保育所整備が可能であることが、待機児童対策の上で最大

のメリットであり、土地相場が高く未活用地の少ない本区にあっては、保育所の総定員

を拡大するための方策として有効な手段であると考えています。

区内には平成 22 年に２か所の賃貸型認可保育所が開設されており、今回のものが３

か所目となります。

保育所整備に当たり、安心こども基金の「賃貸物件による保育所整備事業」を活用し、

開設事業者に対し改修経費補助と施設賃借料補助を行います。

また、東京都待機児童解消区市町村支援事業を活用することにより、改修経費は、基

準額の７／８を事業者に補助し負担の軽減を図るとともに、区の独自補助として初度調

弁費を補助します。

【補助内容】

① 改修経費補助 基準額：７０，０００千円 補助率７／８

② 施設賃借料補助 ２４年３月までの施設賃借料の３／４を補助

③ 初度調弁費 基準額：１００千円×定員数 補助率１０／１０

■担当所管 子育て支援部 保育計画課 保育計画係 直通電話 03-5722-9849

内線番号（2789）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

小・中学校連携子ども育成プランの推進

予算額 ６，４４８ 千円

目的・概要

小学校と中学校の連携・交流を強化し、小・中学校における義務教育9年間の連続し

た教育内容の充実を図っていきます。そのために、中学校区ごとに「小・中連携子ども

育成プラン」を作成し、校区内の小・中学校が 9 年間で育てる共通の子ども像の下に、

家庭や地域の協力を得ながら、指導内容や指導方法の連携、子どもたちの交流など協同

した教育を進めていきます。

その小・中学校連携の具体化のひとつとして、小・中学校が連携・協力して研究を進

め、目黒区独自の指導資料や教材を開発して区立学校に配付し活用していくこととしま

した。

内 容

平成 21・22 年度目黒区教育開発指定校・協力校の小・中学校が協力して行った研究

の成果を踏まえて、小・中学校の言語活動指導計画を作成し、区立小・中学校で活用し

ていきます。

また、言語活動指導資料（児童用学習教材）を作成して区立小学校に配付し、活用し

ていきます。平成 23 年度は一部の学校で先行的に実施しながら指導資料を完成させ、

平成24年度から配付校を拡大し、活用していきます。

また、道徳教育や理数教育の教材の開発や指導法の工夫・改善に取り組むため、小学

校と中学校の連携・協力による研究への支援を行っていきます。

区独自の指導資料作成のための経費 ３，９０３千円

小学校と中学校の連携・協力による研究への支援 ２，５４５千円

■担当所管 教育委員会事務局 指導課指導係 直通電話 03-5722-9312

内線番号（3585）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

すべての中学校で学力向上のための放課後・土曜日学習の実施

予算額 １，７８０ 千円

目的・概要

平成 22 年度から、児童・生徒一人ひとりの学力や学習意欲に応じた学習の機会を拡

大するために、中学校に「放課後学習」を支援のための指導員を配置し、学校として、

より組織的な学習支援を展開し、確かな学力の定着と向上を図っています。

平成 23 年度は、「放課後学習」の支援を継続・充実させるとともに、「土曜日の補習

教室」を開始します。

内 容

平成 23 年度から、全中学校で「土曜日の補習教室」を開始します。そのための指導

員を新たに配置します。

また、「放課後学習」の支援では、生徒の人数が多い大規模校に対して指導員の配置

時間を増やします。

放課後学習支援は、国・数・英の３教科の学習を中心にするとともに、漢字検定や英

語検定などに向けた学習を週1～2回、1回 1～2時間程度実施しています。また、定期

考査に絡めた学習補充や、夏季休業中の学習支援などを行っています。

土曜日の補習教室は、各定期考査前などに集中的に実施することを想定しています。

（土曜日補習教室）

3教科×8回／年 （全中学校10校で実施。大規模校には配置時間を加算）

（平日の放課後学習支援）

大規模校の配置加算等のため指導員の配置時間を増 延べ６０２時間の増

【参考】２２年度当初予算 １校あたり280時間（8時間×35週）

■担当所管 教育委員会事務局 指導課指導係 直通電話 03-5722-9312

内線番号（3585）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

学童保育クラブの整備（新設等）

予算額 ９７，８３０ 千円

目的・概要

増加する保育需要に対応するため、中根小学校（緑が丘 1丁目）の敷地内に学童保育
クラブを整備します。

内 容

中根小学校敷地内に学童保育クラブを整備し、２４年４月に開設します。

現在、中根小学校の教室の一部を活用して運営している学童保育クラブを、中根小学

校敷地内に新たに建築する建物へ移転することにより、施設の規模の拡大を図り、８０

名程度まで児童の受入れ可能枠を増やします。

２４年 ３月 竣工予定

■担当所管 子育て支援部 子育て支援課 児童館係 直通電話 03-5722-9861

内線番号（2766）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

保育所の整備（新設）

予算額 １３８，７３１ 千円

目的・概要

平成 22 年度に待機児童解消のため、区所有の土地を、社会福祉法人 夢工房に無償

貸付し、認可保育所の整備費補助を行い、新規の認可保育所の整備支援（誘致）を行い

ました。

平成23年度は、新規開設のための運営費の補助を行います。

竣工；平成23年 2月末日

開設；平成23年 4月 1日

保育園名；夢花保育園

内 容

●設置運営者 兵庫県芦屋市に本部を置く社会福祉法人 夢工房による民設民営型の

認可保育所。

●定員 120人

0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 ４・5歳児 計

6 20 22 2４ ４８ 120

●施設概要

延床面積 1,152.35㎡ 地上3階建て 鉄筋コンクリート造り（壁式）

屋上階に天然芝の園庭あり。

●場所 目黒区中町2丁目

■担当所管 子育て支援部 保育計画課 保育計画係 直通電話 03-5722－9866

内線番号（2784）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

保育所の整備（改築・改修）

予算額 ５２６，５０７ 千円

目的・概要

１ 目黒区立中央町保育園増築・改修（工事・仮設園舎リース・備品整備）

２ 目黒区立南保育園改修（工事・仮設園舎リース・備品整備）

３ 目黒区立第二ひもんや保育園改築（備品整備・指定管理者引継ぎ委託）

内 容

１ 目黒区立中央町保育園増築・改修（工事・仮設園舎リース・備品整備）

中央町保育園は築 34 年が経過し施設の老朽化が進んでおり、大規模改修工事を行

う必要があります。また、待機児の急増を踏まえ、定員増を図るため、園庭のスペー

スを活用し増築を行います。

・工期：平成22年 8月 31日から平成23年 6 月 30日まで

・新定員：113名（37名増・平成23 年 4月：10 名、平成23年 8月：27名）

２ 目黒区立南保育園改修（工事・仮設園舎リース・備品整備）

目黒区立南保育園は築 35 年が経過し、施設の老朽化が進んでいます。また、耐震

上の改修も必要となっています。そのため、内装及び設備の改修を行うとともに、施

設のバリアフリー化を図り、併せて耐震補強工事を行います。

・工期：平成23年 6月から平成24年 2月まで

３ 目黒区立第二ひもんや保育園改築（備品整備・指定管理者引継ぎ委託）

現在、都営碑文谷母子アパートに併設されている第二ひもんや保育園については、

東京都から取得した目黒本町二丁目25番にある用地に、建物を新築した上で移転し、

定員の拡大、子育てふれあい広場及び一時保育などの保育サービスを拡充します。

また、平成24年 4月からの指定管理者による運営開始に伴い、23 年度においては、

保育の引継ぎを行います。

・工期：平成22年 10月 1日から平成23年 12 月 16 日まで

・新定員：83名（17 名増、平成24年 4月から）

・引継期間：平成23 年 4月から平成24年 3 月まで

■担当所管 子育て支援部 保育計画課 保育計画係 直通電話 03-5722-9866

内線番号（2784）

次代の目黒を拓く取り組み
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子どもの育ち・学びの支援

歴史資料館所蔵資料デジタルデータ化管理

予算額 １４，８４８ 千円

目的・概要

めぐろ歴史資料館の所蔵資料をデジタルデータ化して管理の円滑化を図るとともに、

区民が画像閲覧できるよう整備します。（緊急雇用創出事業臨時特例補助金を活用）

内容

「緊急雇用創出事業臨時特例補助金」を活用して、めぐろ歴史資料館の所蔵資料にＩ

Ｃタグを貼付し管理の円滑化を図るとともに、資料をデジタル画像化し、利用者に画像

閲覧、資料情報が提供できるように整備します。

所蔵資料(民具･歴史資料、古文書) 約 12,700件、図書資料約5,000冊

■担当所管 教育委員会事務局 地域学習課 めぐろ歴史資料館

直通電話 03-3715-3571

次代の目黒を拓く取り組み
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環境と調和したまちづくりの推進

地球温暖化対策の推進

予算額 ２，７０２ 千円

目的・概要

地球温暖化対策を推進するため、さまざまな啓発事業に取り組みます。

地球温暖化対策啓発イベント、「省エネナビ」の貸出、エコドライブ教習会（年 1 回）、

宮城県角田市に創設した「めぐろエコの森」の維持管理や環境交流事業の調査研究を実

施します。

内 容

地球温暖化対策を推進する

ためには、家庭や事業所にお

ける主体的な行動が欠かせま

せん。そこで、区では、区と

区民の方や区内事業所及び学

校等で構成する「目黒区地球

温暖化対策地域協議会」と連携しながら、地球温暖化防止月間（12 月）に地球温暖化

対策啓発イベントを実施する予定です。また、家庭での省エネ活動（電気使用量の削減）

を数値で確認できる省エネナビを貸し出す「省エネナビモニター事業」や、大幅に燃費

を改善する自動車運転を学ぶ「エコドライブ教習会」も継続して行います。

さらに、22 年度、目黒区の友好都市で

ある宮城県角田市に、区のカーボンオフ

セット事業を展望して創設した「めぐろ

エコの森」の下草刈りなどの維持管理や、

この森を端緒として環境を交えた角田

市との交流事業について調査研究を進

めます。

■担当所管 環境清掃部 環境保全課 温暖化対策係 直通電話 03-5722-9034

内線番号（3304）

次代の目黒を拓く取り組み

めぐろエコの森からの雄大な景色

エコドライブ教習会の様子
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環境と調和したまちづくりの推進

めぐろブラン土「花再彩」事業の実施

予算額 １，０５８ 千円

目的・概要

家庭で不用となり処分に困っている園芸土を回収し、区立公園の剪定枝葉から作った

堆肥等を加えて園芸土として再生し、区民に還元する循環的な仕組みを構築することで、

ごみの適正処理とまちの緑化の推進を図ります。

内容

● 家庭で不用となった園芸土は、廃棄物処理法上は原則として廃棄物に該当しないた

め、清掃事務所では収集していません。このため、ごみに混ぜて排出したり公園の植

込みへ投棄したり、不適正な処理が目立っています。

● 春の植替え時期に区内複数の会場で、不用園芸土の回収と再生利用を実施します。

● 集合住宅居住者など自宅で園芸土を再生、処分できない区民が、不用となった園芸

土を各会場まで持込みます。必要な区民には、前回持込まれた園芸土から再生した園

芸土を提供します。

● 提供できる再生土の量を事前にお知らせし、事業当日の待ち時間の短縮などサービ

ス向上のため、再生土をパッキング（再利用可能な袋）したもので提供します。

■担当所管 環境清掃部 清掃リサイクル課 清掃計画係 直通電話 03-5722-9883

内線番号（3821・2）

草花の育成

園芸土の再生

再生園芸土の
持ち帰り 不用園芸土

の持ち込み

必要な区民に園
芸土を提供

目黒区立公園の剪
定枝葉から作った
堆肥等を補充

異物の除去・天日干し殺菌・堆肥
等の添加（業者委託）

めぐろブラン土
「花再彩」
循環の仕組み

次代の目黒を拓く取り組み
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環境と調和したまちづくりの推進

公園等の整備 ～目黒天空の庭 ジャンクション屋上を公園に～

予算額 ４０８，６２２ 千円

目的・概要

公園整備を進めるため、平成22 年度末に完成する東山公園拡張部の開園に伴う維持管理な

らびに平成24年度完成予定の大橋一丁目公園（仮称）等整備を進めていきます。

内 容

①東山公園の維持管理費

平成18 年度末に国家公務員宿舎駒沢住宅跡地約1.5haを公園用地として取得し、住民協議

を経て東山公園の拡張部として整備を進め、平成22年度末に開園します。

②大橋一丁目公園（仮称）等整備

公園面積が少ない目黒区では、区の経費負担の軽減化を図るため制度活用による公園化を

進め、大橋一丁目に建設された首都高速道路のジャンクション並びに再開発事業との連携に

より立体都市公園をジャンクション屋上部に建設します。これまでに住民協議等を経て、整

備内容をまとめ、平成23年度に整備工事に着手、平成24 年度末に完成予定です。

■担当所管

①都市整備部 みどりと公園課 公園計画係 直通電話 03-5722-9745 内線番号（3241）

②都市整備部 みどりと公園課 公園事業推進係 直通電話 03-5722-9745 内線番号（3241）

＜ 大橋一丁目公園（仮称）等イメージ ＞

次代の目黒を拓く取り組み
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環境と調和したまちづくりの推進

緑が丘駅周辺地区都市再生交通拠点整備事業

予算額 ４６９，６２３ 千円

目的・概要

東急大井町線緑が丘駅は、目黒区内で唯一バリアフリー化がされていない駅です。東

京急行電鉄株式会社の緑が丘駅の駅舎改良工事に併せ、緑が丘駅のバリアフリー化を行

い、誰もが利用しやすい駅にします。

この事業を活用して緑が丘駅周辺に、歩行者広場、自由通路及び自転車駐車場を整備

します。歩行者広場の整備により、駅南方向の歩行者動線や歩行空間が確保されます。

自由通路の整備により自転車駐車場への動線が確保されるとともに、駅から呑川緑道へ

のアクセス性が向上し、利用者の利便性が高まります。また、自転車駐車場が整備され

ることで、放置自転車の減少等の効果が見込まれます。

平成２３年度は事業最終年度であり、自転車駐車場・歩行者広場・自由通路の整備工

事を行います。

内容

１）歩行者広場

面積164.1㎡ 幅員6.3ｍ～7.4ｍ

歩行者広場にはベンチ、総合案内板等を設置します。舗装は、透水性ブロック舗装

になります。

２）自由通路

面積134.2㎡ 幅員3.7m～4.2ｍ

歩行者広場から自転車駐車場へと続く通路です。舗装は、透水性ブロック舗装です。

３）自転車駐車場

面積1,037.7㎡ 自転車271台収容（電磁ﾗｯｸ49 台、下段ﾗｯｸ75 台、ｽﾗｲﾄ゙ﾗｯｸ147

台）

自転車駐車場内には管理人室、だれでもトイレを設置します。透水性アスファルト

舗装です。

■担当所管 都市整備部 都市整備課 住環境整備係 直通電話 03-5722-9657

内線番号（2926）

次代の目黒を拓く取り組み
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完成予定平面図
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